
　水防工法の作成手順は、団体により様々です。ここでは代表的に岐阜市の水
防工法ハンドブックの作成手順をベースに記載しています。所属の団体でマニ
ュアル等を整備されている場合もありますので、ご確認下さい。

目的

小口積み

洪水によって堤防が沈下した
場合や増水する速さが著しく、
河川水が堤防を越えるおそれ
があるときに用います。
　水防工法の中で最も基本と
なる重要な工法です。この工法
は、越流水深に応じて、3段積
み、4段積み、5段積みがあり、
3段積み以上の場合では、鋼杭
等を打ち込み、土のうが押し流
されないようにします。

　堤防天端をならし砂で水平
にならします。

　ならし砂を行った上に、積み
土のう2段を包み込む為のビ
ニールを敷きます。

①ならし砂をばらまく

②ビニールを敷く

　堤防天端の川側の肩から、0.5～1ｍ程度後退したところに、表土のうを小口積み、表土のう
から15ｃｍの間隔をあけて控え土のうを小口積みに並べます。その際、土のうのしばり口は中
心に向けて並べます。土のうの継ぎ目には間詰めの砂をいれて「たこづち」でよく固めます。

③土のう1段目

川側

川側

居住地側

居住地側

川側

居住地側

0.5～1ｍ

15ｃｍ

表土のう

ビニール

堤防天端

堤防天端

下流側

下流側

上流側

上流側

継ぎ目には間詰めの砂をいれて「たこづち」でよく固める。

ならし砂

ならし砂

ビニール

ビニール

控え土のう（※）

※間隔15ｃｍは標準値。越水・溢水の水力を考慮して広くすることもあります。

ビニールの敷き方

上

下

下

上

上

下

※ビニールは使用する場合、しない場合等
　地域によって異なります。

積み土のう工3.1

側　面　図

正　面　図
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川側

居住地側

下流側

上流側

ビニール

ビニールの巻き方

下

上

堤防天端

　2段目を1段目と同じように
実施します。2段目はテレコ（互
い違い）に積み上げ、やはり継
ぎ目には間詰めの砂をいれて「
たこづち」でよく固めます。2段
目が出来上がったらビニールを
覆いかぶせます。

④土のう2段目

土のう積み作業と平行して、15ｃｍあけたところには、土を
つめて「たこづち」でよく固め、中詰め土を行います。中詰め土
の両端も土がこぼれないように、土のうのしばり口は中心に
向け小口積みでふさぎます。

川側

居住地側

堤防天端

下流側上流側

下流側上流側

控え土のう正面図

側　面　図

15ｃｍ

川側 居住地側

土をつめて踏み固めます。

しばり口は中心に向けます。

ならし砂

ならし砂

ビニール

ビニール

しばり口は全て中心に。

表土のう

控え土のう

表土のう

川側のビニール
居住地側のビニール

控え土のう

継ぎ目には間詰めの砂をいれて「たこづち」でよく固める。

ビニール

テレコ（互い違い）に積み上げ。テレコ（互い違い）に積み上げ。テレコ（互い違い）に積み上げ。

（※）

（※）

※間隔15ｃｍは標準値。越水・溢水の水力を考慮して広くすることもあります。

上

下

※ビニールは使用する場合、しない場合等
　地域によって異なります。

たこづち

必ず下流側から巻く。

平　面　図
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下流側上流側 表土のう正面図

堤防天端

積み土のう工の完成

木杭または鋼杭を土のう1袋につき1本打ち込みます。 3段目は表土のうのみ積み上
げます。同じように積み上げ、
積み終えたところから、表土の
う1袋につき、表土のうの下流
側に木杭または鋼杭を1本打ち
込みます。

⑤表土のう3段目

積み土のう工数量表（1組10ｍあたり）

人員
資　　材 器　　具

名称 形状寸法 単位 員数 名　称
15人

単位 員数
土のう
鋼杭
土砂

長さ1.2ｍ×φ16mm
（土のう用及び中詰め土）

袋
本
㎥

188
30
3

ビニール （ℓ＝4.4ｍ・W＝2.8ｍ） 枚 3

スコップ
掛矢（土羽板代わりに使用）
大型ハンマー
一輪車

丁
丁
丁
台

4
2
2
3

たこづち 丁 3

ビニール

堤防天端

側　面　図川側 居住地側

ならし砂

表
土
の
う

ビニール

下
流
側

表土のう

控え土のう

※ビニールは使用する場合、しない場合等地域によって異なります。

川側

居住地側

下流側上流側

土をつめて踏み固めます。

ビニール

表土のう

控え土のう

川側（表土のう）は縛り口を下
流に向けて長手積み、居住地側
（控え土のう）は縛り口を川側
に向けて小口積みする場合もあ
ります。

長手積みの場合平　面　図長手積みの場合
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